
警察・事故・災害

火災発生の概況

１　出火件数について

人員５３６名でした。

６名減少、損害額では４８，１４９千円の増加となっています。

その他の火災が１６８件（３４．９％）でした。

２　火災による死者の状況

減少となっています。

３　出火原因

（県消防保安室）

－１３５－

これを、前年と比較してみると、出火件数では８８件増加し、死者数では前年より

占めています。

第５位は「電灯電話等の配線」（２０件）と なっており、これらで全体の３９．４％を

平成２８年中の長崎県内における火災は、火災総数４８２件、損害額６１８，６００

千円、火災による死者数１７名、負傷者数７２名、罹災世帯数２２０世帯、罹災

火災種別の内訳をみると、建物火災が ２３２件で全火災の ４８．１％、次いで

車両火災が５４件(１１．２％)、林野火災が２０件(４．１％)、 船舶火災８件（１．７％）、

火災による死者は１７名で、前年より６名減少、負傷者は ７２名で前年より１名の

出火原因では、第１位は「たき火」 （ ６ ６件） 、第２位は「コンロ 」 （ ３ ９件 ） 、

第３位は「放火（放火の疑い含む） 」 （ ３ ４件）、第４位は「たばこ」 （ ３ １件 ）、

月別出火件数（平成２８年）（件）
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